
学 長 定 例 記 者 会 見 要 項 

日 時： 平成２３年１月１８日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

発 表 事 項 

１．ナスカで新たな地上絵を発見！ 

２．蔵王温泉の景観美づくりを提案 

３．基盤教育『ウーマン・オブ・ヤマガタ』 

４．『ただいま。いってきます。』 山形大学造形コース卒業・修了制作展 

５．冬の山形 ホワイトツーリズム体験 in 米沢！ 

お 知 ら せ 

１．ＡＭＳ研究協会「第１３回ＡＭＳシンポジウム」 

２．「食農の匠」シンポジウム in 新庄 

３．第２回山形大学雪合戦大会 

４．拡がりゆく数学 in 山形 ～数学はどんな形で社会で役立つか～ 

５．「社会人基礎力育成グランプリ」決勝大会進出 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日 時：平成２３年２月１日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階）



プ レ ス 発 表 資 料 

平成２３年１月１８日 

山 形 大 学 

ナスカで新たな地上絵を発見！ 

山形大学調査団は、新たな中心点（ラインセンター）７６点と 

「人間の頭部」と「動物の形」の黒い地上絵を発見しました。 

山形大学では、ナスカ台地の地上絵に関する共同研究を実施してきました。 

昨年の８月から６ヶ月にわたって現地調査を行い、地上絵およびその付近に 

分布している考古学遺物について研究してきました。 

特に重点的に調査したのは、放射状直線の中心点（ラインセンター）付近で 

す。これまで、合計１３８点の中心点を現地調査で確認しており、このうち、 

先行研究で言及されていない新発見の中心点は７６点にものぼります。 

また、今回発見した地上絵は、ナスカ川の北岸付近で新たに発見した中心点 

（２０１番）付近で確認した２点です。どちらも黒色の地上絵であり、台地に 

広がる黒い石を除去することで制作されたものです。 

①「人間の頭部」の形をしており、目・口・耳が確認できます。（地上絵１） 

大きさは、約４．２×３．１メートルです。これとよく似たタイプの地 

上絵は、インヘニオ川付近などで見つかっている。この地上絵の一部は、 

直線の地上絵によって壊されています。 

② ①の北東約30メートルの場所に位置しており、動物の形をしていると想 

定できます。（地上絵２） 

大きさは約２．７×６．９メートルです。 

なお、これらの地上絵について、ペルー文化庁ナスカ支局にすでに報告して 

います。 

（お問い合わせ） 

山形大学人文学部 

電話：０２３－６２８－４２０３



地上絵１ 
特徴：黒色の地上絵。人間の頭部（目、口、耳）と想定できる。 

大きさ：約 4.2×3.1 メートル 

位置 UTM: 0488769E / 8362541 N 
 

 

航空写真１ 

  (C)山形大学調査団 

 

平面図１ 



地上絵２  

特徴：黒い地上絵。動物の形をしていると想定できる。 

大きさ：約 2.7×6.9 メートル。 

位置：UTM: 0488789E / 8362571N 

 

航空写真２ (C)山形大学調査団 

 

平面図２ 



プ レ ス 発 表 資 料 

平成２３年１月１８日 

山 形 大 学 

蔵王温泉の景観美づくりを提案 

山形大学人文学部は、蔵王温泉観光協会からの要請により 

「蔵王温泉環境景観美化計画」を提案します。 

蔵王温泉の誘客の拡大、地域の益々の発展のために、山形大学人文学部が蔵 

王温泉観光協会に対して、「蔵王温泉環境景観美化計画」を提案します。 

この計画の正式名称は、「蔵王温泉環境景観美化計画－蔵王温泉開湯1900年 

祭」からはじまる景観美づくり－」です。計画実施期間は、平成２３年度から 

２５年度までの３カ年です。 

また、計画内容を着実に実行するための「蔵王温泉環境景観美化作戦計画」 

も併せて提案します。 

計画では、①温泉街の美化運動の展開、②個々の住宅や空家・空地の整備、 

③建物と建物の間の整備、④道路や水路の整備、⑥緑化木や花の植栽の進め方、 

⑦温泉街に通じる道路沿線の整備、⑧看板類の作成及び設置方法、⑨美しい景 

観の見える場所の設定等多岐にわたって具体的に提案しています。 

人文学部と蔵王温泉観光協会は、平成２１年３月２３日に観光客の誘致、ま 

ちづくり、教育・文化の振興、人材育成・国際交流に取り組むことを目的に、 

地域連携協定「蔵王温泉観光協会と山形大学人文学部の連携に関する協定書」 

を締結しています。 

蔵王温泉では、昨年、蔵王温泉が発見されてから1900年目の節目の年に当た 

るため「蔵王温泉開湯1900年祭」が展開され、温泉街挙げての多種多様な催し 

物が行われました。その際、「蔵王温泉開湯1900年祭」実行委員会から、さら 

なる発展と飛躍を実現するため、開湯1900年祭を新たな出発点とする蔵王温泉 

の在り方についての提案をしてもらいたいという要望がなされ、それを受けて 

提案するものです。 

（お問い合わせ） 

山形大学人文学部地域連携室 

電話：０２３－６２８－４２０３



プ レ ス 発 表 資 料 

平成２３年１月１８日 

山 形 大 学 

基盤教育『ウーマン・オブ・ヤマガタ』 

「山形ガールズ農場」代表取締役 高橋菜穗子さんがゲスト講師を務めます。 

開催日時：平成２３年１月１８日（火）１３：００～１４：３０ 

会 場：山形大学基盤教育２号館２階 ２２２教室 

基盤教育「ウーマン・オブ・ヤマガタ」は、山形で活躍する女性たちをゲ 

スト講師に招いて、公開キャリアセミナーを開講しています。 

ゲスト講師の経験を学ぶことで、学生が自らのキャリアビジョンを描いた 

り、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活のバランス）を考えることを目 

的としています。 

現在、２３名の学生が受講しています。 

今年度最後のセミナーは、２００９年に誕生し、全国的にも注目されてい 

る「山形ガールズ農場」の高橋菜穗子さんが講師を務めます。 

「山形ガールズ農場」は、一緒に農業改革をしようとメンバーを募って集 

まってスタートしたばかりの、農業生産法人です。ブームといわれる農業界 

で、本気で農業に取り組む女子だけの生産法人で、女性ならではの感性と新 

しい価値観で農業に挑んでいます。 

講師との対話の中で、「女性が働くこと」について考えていきます。 

（お問い合わせ） 

山形大学男女共同参画推進室 

電話：０２３－６２８－４９３７



プ レ ス 発 表 資 料 

平成２３年１月１８日 

山 形 大 学 

『ただいま。いってきます。』 
山形大学造形コース卒業・修了制作展 

地域教育文化学部 文化創造学科 造形芸術コース３期生と大学院地域教育 

文化研究科文化創造専攻造形芸術分野の修了生たちが卒業・修了制作展を 

開催します。 

開催日時：平成２３年２月２日（水）～６日（日） 

１０：００～１７：００（最終日は１５：００まで） 

会 場：山形美術館 ２階第３展示室 入場無料！！ 

修士論文発表：２月５日（土）１３：００～（※論文発表のみ２階休憩室） 

ギャラリートーク：２月６日（日）１０：００～１２：００ 絵画・工芸 

１３：００～１５：００ 

デザイン・彫刻・美術教育 

制作展のタイトルは『ただいま。いってきます。』 

「ただいま」には、次の意味を込めました。 

“ただ今”→これまでの生活やさまざまな体験を終え、一度自分を見返す 

位置に立ったという今の状況。 

“ただいま”→家族や地元の友人といった、造形コースでの自分を知らな 

い人たちにも４年間で成長した姿を見てほしい。 

「いってきます」は、卒展をスタート地点としてまた歩き始める、というメ 

ッセージです。 

今年は例年にも況して出展者が多く、ジャンルも多岐に渡っています。昨 

年、コイズミ国際学生照明デザインコンペで銀賞を受賞したデザインをはじ 

め、工芸、彫刻、絵画、映像、インスタレーション等々、それぞれの表現方 

法を探究、実践し成果を上げてきました。 

是非、展覧会へお越しいただき、学生たちの色々な可能性のドアを覗いて 

ください。 

（お問い合わせ） 

山形大学総務部広報室 

電話：０２３－６２８－４００５



プレス発表資料 

平成 23年  1 月 18日 

山 形 大 学 

冬の山形 ホワイトツーリズム体験 in 米沢！ 

山形県で学ぶ留学生を対象に、地域の皆さまとの交流をとおし、冬の 

楽しみと素晴らしさを体験してもらいます。 

実施期間：平成２３年１月２９日（土）～３０日（日）（１泊２日） 

場 所：米沢市（天元台高原、小野川温泉など） 

（集合は、１２：００ 米沢市万世コミュニティセンター） 

募集人数：山形県内の外国人留学生 ３０名 

参加費用：３，５００円（交通費、リフト料金、宿泊費、食事代等を含む。） 

内 容：スキー等雪上スポーツ体験、雪ぼんぼり、雪だるま作り 

地域の皆さまとの交流会、意見交換・発表会 

主 催：山形県留学生交流推進協議会 

山形県で学ぶ留学生が、冬の楽しみを体験し、冬の山形の観光についての認識を深める 

ことによって雪国の素晴らしさを発見し、それを大学進学を目指す後輩に伝えることによ 

って、山形への留学生の増加を促します。 

※この事業は、平成２２年度留学生地域交流事業として、(財)中島記念国際交流財団からの助成を受 

けて実施します。 

※(財)中島記念国際交流財団は、平成１２年１１月に、留学生等を対象として実施される国際交流・ 

生活支援事業に対する助成を行うとともに、 海外の大学院に留学する日本人学生に対する奨学援助、 

若手研究者に対する研究助成等を通じて今後の世界にとり必要性の高い分野において高度な人材の 

育成を図ることを目的に設立された財団法人です。 

（お問い合わせ） 

山形大学企画部国際交流ユニット 

電話：０２３（６２８）４１１８



プレス通知資料 （概 要） 

平成２３年１月１８日 

山 形 大 学 

１．ＡＭＳ研究協会「第１３回ＡＭＳシンポジウム」 

（概要） ＡＭＳ（加速器質量分析）に関する第 13 回目のシンポジウムを山形大学が主催します。 

ＡＭＳは、微小試料からの極微量元素を高精度かつ短時間に測定することができる高 

感度質量分析装置です。特に、動植物由来の年代を決定する年代測定法として幅広く利 

用され、人類の文化と歴史、そして宇宙科学や環境科学研究の一翼を担っています。 

また、近年では医学・薬学の分野においてマイクロドーズ臨床試験での利用が期待さ 

れ、新薬開発の有効手段としても注目を集めています。 

本シンポジウムでは、ＡＭＳ施設の現状報告や技術開発、最新の応用研究等の幅広い 

分野について研究発表や意見交換を行い、さらなるＡＭＳ研究の進歩・発展の場にしたい 

と考えています。 

日 時：平成２３年１月２８日（金） １０：００～１８：００ 

平成２３年１月２９日（土） ９：００～１２：００（１３：００～YU-AMS 施設見学） 

場 所：ホテルキャッスル（山形市十日町） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：理学部物理学科 門叶冬樹 准教授 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４５５４ 

２． 「食農の匠」シンポジウム in 新庄 

（概要） 大学院理工学研究科食品 MOT と山形県最上地域の食農産業振興の取組みについて 

ご紹介させていただきます。 

日 時：平成２３年１月３１日（月） １３：００～１５：００ 

場 所：大地会館（新庄市） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学 MOT 事務局 斎藤 

（ＴＥＬ）０２３８－２６－３６２１



３．第２回山形大学雪合戦大会 

（概要） 山形大学の６学部の学生が雪国山形で学んでいることを再確認するとともに、学部間の 

交流を深めることを目的に雪国発祥のスポーツである雪合戦大会を開催します。 

日 時：平成２３年２月１２日(土) １２：００ 開始予定 

場 所：工学部グラウンド（米沢市・工学部キャンパス） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：工学部学生サポートチーム 学生・就職支援担当 

（TEL）０２３８－２６－３０１７ 

４．拡がりゆく数学 in山形 ～数学はどんな形で社会で役立つか～ 

（概要） 数学がどんな形で社会の役に立っているのか、数学・数理科学と諸科学・産業技術分野 

との連携を紹介します。 

日 時：平成２３年２月２０日(日) １３：１５～１７：４０ 

場 所：山形大学理学部 先端科学実験棟大講義室（山形市・小白川キャンパス） 

対 象：高校生及び一般の方 １００名程度 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：理学部数理科学科准教授 原田昌晃 

（TEL）０２３－６２８－４５３３ 

５． 「社会人基礎力育成グランプリ」決勝大会進出 

（概要） 工学部の学生チームが社会人基礎力育成グランプリ（主催：経済産業省）」において、決 

勝大会進出を果たしました。初参加の昨年に続き、２年連続の快挙となります。 

工学部の学生チーム「アットストリート」は、１２月１７日（金）に行われた北海道・東北地区 

予選大会に出場。見事決勝大会進出を決めました。 

決勝大会には、過去最多の１００校から、全国６地区それぞれの予選大会を勝ち抜いた 

８校が出場し、日本で最も社会人基礎力が成長した学生チームであるという証の「社会人 

基礎力大賞」が選ばれます。 

【決勝大会】 

日 時：平成２３年３月９日（水） １０：３０～１８：００ 

場 所：日経ホール（東京都千代田区大手町 1-3-7） 

問い合わせ：工学部広報室 青木 

（TEL）０２３８－２６－３４１９



６．これまでの学長定例会見でお知らせをしたもので開催がせまっているイベント 

当日の取材をよろしくお願いいたします。 

○大学コンソーシアムやまがた『やまがた夜話』 

【第９回】 

日 時：平成２３年１月１９日（水） １８：３０～１９：３０ 

講 師：杉原真晃（山形大学基盤教育院・准教授） 

「人づくりと夢づくり－大学生の声、舞妓さんの声、山形県民の声」 

【第１０回】 

日 時：平成２３年１月２６日（水） １８：３０～１９：３０ 

講 師：横井 博（山形大学大学連携推進室・教授） 

「地域の理解を深めるために」 

場 所：ゆうキャンパス・ステーション（山形市：山形むらきさわビル１階） 

問い合わせ：大学コンソーシアムやまがた事務局 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４８４２ 

○工学部「目指せ！理系マドモワゼル!！～理系女子力ＵＰセミナー～」 

日 時：平成２３年１月１９日（水） １３：３０～１９：００ 

場 所：山形大学工学部 中示範Ｃ教室（米沢市・工学部キャンパス） 

プログラム：①理系マドモワゼル講演会 

②理系女子力 UP セミナー・理系女子ライフ photo コンテスト 

③理系女子懇親会（男性の参加も歓迎します。） 

（工学部教授会室、会費２，０００円（学生５００円）） 

問い合わせ：山形大学工学部機械システム工学科（古川英光研究室 日出間るり） 

（TEL）０２３８－２６－３１９７ 

○大学コンソーシアムやまがた『第３回やまがたサイエンス・カフェ in米沢』 

日 時：平成２３年１月２０日（木）１６：３０～１７：３０ 

場 所：山形大学工学部百周年記念会館 セミナー室（米沢市・工学部キャンパス） 

講 師：三菱鉛筆(株) 横浜研究開発センター 小林 武 氏 

「身近な筆記具も意外と進化してるんです。 

～芯が回るシャープペン「クルトガ」を例に・・・」 

問い合わせ：大学コンソーシアムやまがた事務局 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４８４２



○大学コンソーシアムやまがた『第３回知財サロン』 

日 時：平成２３年１月２０日（木）１６：３０～１８：００ 

場 所：ゆうキャンパス・ステーション（山形市：山形むらきさわビル１階） 

講 師：ウェブマックス株式会社 代表取締役社長 

ＷＥＢプロデューサー 歴史マーケッター 

デジタルハリウッド大学院客員教授 

渡辺 康一 氏 

「歴史学者指向が歴史マーケティングで無名の羊羹を１日７万本までに」（仮） 

問い合わせ：大学コンソーシアムやまがた事務 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４８４２ 

○冬の科学体験教室 

日 時：平成２３年１月２３日（日） １０：００～１５：００ 

会 場：イオン三川ショッピングセンター 

実施内容： 

①実 験 

・スライム（200 名）スライムマイスター 

・万華鏡（200 名）鶴岡工業専門学校 

・空気砲 山形大学農学部学生・東北文教大学学生 

②クラゲ観察会 クラゲマイスター、鶴岡市立加茂水族館 

③実験カーダンス（三瀬保育園、山形大学農学部学生、東北文教大学学生） 

問い合わせ：やまがた「科学の花咲く」プロジェクト事務局 

（ＴＥＬ） ０２３－６２８－４５１７ 

○３年次生対象 合同企業説明会 

日 時：平成２３年１月２２日（土）、２３日（日）両日とも１３：００～１７：００ 

場 所：「山形国際ホテル」平成の間（山形市香澄町） 

対象者：山形大学学部３年次生，大学院１年次生 

参加企業：県内外から延べ １５２ 社 （別添資料参照） 

その他：当日の取材については、あらかじめ下記までご連絡くださるようお願いします。 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学就職支援室 担当 斎藤・植村 

（ＴＥＬ） ０２３－６２８－４１２８・４１２９



○入試直前相談会 

【山形会場】 

日 時：平成２３年１月２２日（土） １３：００～１５：００ 

場 所：山形大学理学部１階１１～１４番講義室（山形市・小白川キャンパス） 

【仙台会場】 

日 時：平成２３年１月２３日（日） １３：３０～１６：００ 

場 所：仙台国際センター２階「橘」（仙台市青葉区青葉山無番地） 

・大学概要等説明 山形会場／１３：００～１３：２０ 

仙台会場／１３：３０～１３：５０ 

・各学部個別相談コーナー・在学生相談コーナー・資料配付コーナー（願書配付） 

問い合わせ：山形大学エンロールメント・マネジメント室 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４０６２・４０６３ 

○大学コンソーシアムやまがた『留学生を対象とした県内企業合同説明会』 

日 時：平成２３年１月２２日（土） １０：００～１３：００ 

場 所：山形市保健センター大会議室（霞城セントラル３階・山形市城南町 1-1-1） 

プログラム：①企業ブース形式での合同企業説明会（約１２０分） 

②立食パーティによる留学生との交流会（約６０分） 

問い合わせ：山形県経済交流課（経済交流担当） 阿部 

（ＴＥＬ） ０２３－６３０－２３６６ 

○大学コンソーシアムやまがた『公開シンポジウム』 

なんたっす？「大学コンソーシアム」～なして大学は連携するんだべ？～ 

日 時：平成２３年２月７日（月）１３：３０～１６：４５ 

場 所：ホテルメトロポリタン山形（山形市香澄町） 

対 象：一般市民、全国の学生及び大学関係者 １００名 

問い合わせ：大学コンソーシアムやまがた事務 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４８４２



○大学院理工学研究科『ものづくり技術経営学専攻（ＭＯＴ）入学説明会』 

・置賜会場：中小企業応援センター山形大学「学金連携システムネットワーク」主催 

『ＩＴ活用セミナー』 

－０円からはじめる集客術!!ＩＴを活用したも毎日１０００人が訪れる企業づくり－ 

日 時：平成２３年１月２１日（金） １８：００～２０：００ 

場 所：グランドホクヨウ米沢（米沢市） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

・最上会場：最上総合支庁、山形大学主催「最上夜学」 

日 時：平成２３年１月３１日（月） １８：００～２０：３０ 

場 所：最上広域交流センター「ゆめりあ」（新庄市） 

講 師:山形大学国際事業化研究センター長 教授 高橋 幸司 

・山形会場：山形市、上山市、山形大学共催「プロセス革新のための産学連携セミナー」 

日 時：平成２３年２月１７日（木） １４：３０～１７：００ 

場 所：山形国際ホテル（山形市） 

講 師:山形大学大学院理工学研究科教授 小野 浩幸 

問い合わせ：山形大学大学院理工学研究科ものづくり技術経営学専攻事務局 

（ＴＥＬ）０２３８－２６－３６２３
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「食農の匠」シンポジウム in新庄 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆大学院理工学研究科食品 MOT と山形県最上地域の食農産業振興の取組みについて 
ご紹介させていただきます。どなたでもご参加いただけますので、是非お越しください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 

[お申し込み・お問い合わせ] 

山形大学 MOT 事務局 斎藤 

TEL:0238-26-3621 

FAX:0238-26-3772 

 

日時：平成 23年 1月 31日（月）13:00～15:00 

場所：大地会館（新庄市） 

为催：山形大学「食農の匠」育成プログラム 

共催：山形県最上総合支庁 

  
           

１４：４０～１５：００ 
「大学院修了後の取り組み報告」  

                     ㈱新庄丸果青果 梁瀬 悦子 

１４：００～１４：４０ 
「食農の匠育成プログラムの成果と今後の展開」 

                  山形大学大学院理工学研究科准教授 野田 博行 

         

１３：１０～１４：００ 
「百貨店が地域に求めるもの」 

                 ㈱伊勢丹 立川店 

                              営業統括部 食品担当長  高橋 貞男 氏 

 

 

１３：００ 開会のあいさつ 
          山形大学大学院理工学研究科教授 尾形 健明 
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（送信票不要） 

ＦＡＸ0238-26-3772 
 

 

 
地域再生人材創出拠点の形成「食農の匠」育成プログラム 

 

「食農の匠」シンポジウム in 新庄 参加申込書 
 

 

■日時：平成２３年１月３１日（月）  １３：００～１５：００ 

■場所：大地会館（新庄市沖の町５−６４） 

■主催：山形大学（食農の匠育成プログラム） 

■共催：山形県最上総合支庁 

 

参加申し込み 
 

 

■氏名： 

 

■所属： 

 

■電話番号： 

 

■メールアドレス： 

 
 

 

◆FAXでお申し込みください。 

FAX:0238-26-3772  
 
※ご記入いただきました個人情報については、本件以外に一切使用いたしません。 

 



第二回 山形大学雪合戦大会 

この雪合戦大会は学部間の交流を目的に行います。 

たかが、雪合戦と思うかも知れませんが、公式ルールもありとても白熱した合戦が待ってい 

ます。友人との交流はもちろん、他学科との交流を深めてみませんか？冬の合戦に向けて多く 

のチームの参加をお待ちしております。 

開催日 平成 23年 2 月 12 日(土)※12:00 開始予定 

会 場 工学部グラウンド(予定) 

ルール １チーム人数：７人 

１試合：３セット（１セット：２分３０秒、持ち玉４５球） 

相手陣地の旗を奪うか、 相手チームメンバー全員に雪玉を当てれ 

ば勝利！ 

目 的 ６学部の学生が雪国山形で学んでいることを再確認するととも 

に、 雪国発祥のスポーツである雪合戦をとおして学部間の交流を 

深めること。 

備 考 審判を含め、大会の運営は実行委員の学生を中心に行います。 

連絡先 工学部 学生サポートチーム 学生・就職支援担当 
TEL 0238263017 FAX 0238263406 

雪合戦実行委員会委員長（江田章吾） 
Mail: n.b.c.b.m.11161965.y.o@docomo.ne.jp







1/21(Fri)

いくら実力があろうと市場に認知されなければ業績には結び付かない。
今、県内中小企業が取り組むべきことは発信力の強化。では、具体的に
どうすべきか？

『世界一受けたい授業（日本テレビ系列）』で工場見学講師を担当し、
企業の魅力を発信するスペシャリスト中村智彦先生と、IT活用術普及に
努める中小企業診断士後藤真人先生が、中小企業のIT活用術について伝
授する。

なかむら ともひこ 1964年東京都生まれ、88年上智大学卒業後、名古屋大学大学院博士
課程修了。大阪府立産業開発研究所などを経て、2001年日本福祉大学助教授に就任。2007
年より現職。中小製造業に造詣が深く、『世界一受けたい授業』では工場見学講師を担当。

神戸国際大学経済学部教授

中村 智彦氏

中小企業診断士 H＆Fコンサルティング代表

後藤 真人氏

ごとう まさと 1980年新潟県生まれ、2003年新潟大学卒業後、新潟大学大学院修士課程
修了。NTTソフトウェア㈱での勤務を経て、2010年中小企業診断士としてコンサルタント事
務所設立。『明日からでも実践できる提案を行うこと』をモットーに企業支援中。

時間：１８：００～２０：００

入場：無料（定員１００名）

申込：要

主催：中小企業応援センター山形大学「学金連携システムネットワーク」
共催：長井まちづくりNPOセンター、産学官連携やまがたネットワーク（Ｐａｒｔｙ２１）
問合せ：山形大学「学金連携システムネットワーク」事務局
TEL／0238-26-3602 FAX／0238-26-3409 E-mail／sangakukin@yz.yamagata-u.ac.jp

場所：グランドホクヨウ米沢２F

０円からはじめる集客術！！
ITを活用した、毎日1000人が訪れる企業づくり



企業名・団体名

連絡先電話番号

Ｅ－ｍａｉｌ

役職 ご参加者名

ＩＴ活用セミナー
次 第

◇日 時：平成２３年１月２１日（金）
プレ講演 １８：００～１８：２０
セミナー １８：３０～２０：００

◇場 所：グランドホクヨウ米沢２階
１８：００～

プレセミナー 「グローバル時代の技術経営学」

地域企業を支援する山形大学の試みとＭＯＴ
山形大学大学院理工学研究科 綾部 誠

１８：３０～

セミナー 「IT活用セミナー」

１． 開 会
２．ＩＴ活用セミナー

(1)明日からできる！毎日1,000人が訪れる企業づくり
～０円からはじめるIT集客術～

神戸国際大学 経済学部 中村 智彦 先生
(2) 実戦編 ！！ITを活用した企業づくり

Ｈ＆Ｆコンサルティング 後藤 真人 先生
(3) 質疑応答

３．閉 会
４．IT専門家（後藤真人先生）派遣相談受付

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
お申込書 お申込期限／1月18日（火） お申込み方法／FAXもしくはE-Mail

連絡先：山形大学国際事業化研究センター 加藤、渡辺
TEL0238－26－3602／FAX0238－26－3409
E-Mail sangakukin@yz.yamagata-u.ac.jp


